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相模原市南区および中央区におけるクビアカツヤカミキリの
生息状況調査

嶋本 習介 *1

*1 相模原市立博物館

スや成虫は確認されなかった。特に、相模原市（2024）に
おける成虫の発見地を含む④南区文京区域では重点的に調
査を行い、私有地以外に植栽されたバラ科樹木全てをくま
なく確認したものの、本種やその生息の痕跡は確認されな
かった。以上のことから、本調査を行った地域では本種は
発生していないと考えられる。したがって、2024 年 7 月に
確認された本種 1 個体（相模原市 , 2024）は、偶産によるも
のである可能性が高い。
　クビアカツヤカミキリは、2025 年 1 月現在、神奈川県で
は定着していないものの、東京都では分布拡大傾向にあり、
本市に隣接する八王子市でも被害木が確認されている（東
京都環境局 , 2024）。そのため、飛翔や車両への付着などに
よって本種が再度相模原市内に侵入、定着する可能性は高
い。相模原市内における本種の生息状況については今後も
注視していく必要がある。
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はじめに
　クビアカツヤカミキリAromia bungii (Faldermann, 1835) 
は中国大陸原産の外来種であり、モモやサクラなどのバラ
科の樹木の樹幹を幼虫が食害することから（森林総合研究
所 , 2022）、特定外来生物に指定されている（環境省自然環
境局野生生物課 , 2017）。また、その被害の大きさから様々
な機関が防除の資料を公表している（たとえば森林総合研
究所 , 2022; 東京都環境局 , 2024）。
　本種は 2012 年ごろに日本に侵入したと考えられており、
2025 年 1 月現在、13 の都府県で確認されている（国立環境
研究所 , 2025）。神奈川県内では 2021 年に藤沢市ではじめて
発見されたものの（神奈川県環境農政局緑政部自然環境保
全課 , 2024）、その後、追加の確認はされていなかった。と
ころが、2024 年 7 月 2 日に相模原市南区文京で 1 個体が発
見され（相模原市 , 2024）、県内 2 例目の確認事例となった。
本種は繁殖力や拡散能力が高いため、「早期着手・早期根絶」
が対策の大原則とされる（東京都環境局 , 2024）。そこで、
相模原市内におけるクビアカツヤカミキリの生息状況につ
いて調査を行った。

方法
　調査は 2024 年 7 月 7 日および 8 日に、相模原市南区およ
び中央区の 4 区域で実施した（図 1）。街路樹や公園のバラ
科植栽木の樹幹上および周辺の地表を目視することで、幼
虫が排出するフラスや成虫の有無について任意で調査した。

結果および考察
　本調査ではクビアカツヤカミキリの幼虫が排出するフラ

図 1. 調査区域（①から④で示した道路および公園）. 地理院地
図に加筆し作成 .


